



 対象は、女性市民ランナー32 名とした。32 名は、年齢
39.4±5.9 歳、身長 159.8±5.1cm、体重 52.5±4.8kg、
BMI20.6±1.9 であった（表 1）。また 32 名のマラソンの自
己記録は 4 時間 27 分 42 秒±50 分 24 秒で、そのうち最も
速いランナーは 2 時間 48 分 25 秒、最も遅いランナーは 5
時間 47 分 00 秒であった。 
 
表 1 被験者の身体特性 
 
 
Ⅱ-ⅱ VT および vVO2max の決定 
 測定はトレッドミルを用い、走行中の酸素摂取量を測定
した。測定のプロトコールは、傾斜角度 0 度、速度 100ｍ
/minから開始、1分毎に10ｍずつ速度を漸増しexhaustion
に至らせた。走行中の呼気分析は VO2000（S＆ME 社製）を
用い、採気は 30 秒毎に行った。 
 VT の決定は V-Slope 法により判断し、VT 時の走速度を
vVT とした。 











び vVT、vVO2max、vVT/vVO2max、マラソン/vVO2max を表 2
に示した。最大酸素摂取量は 47.0±5.5 ml/min・kg であ
った。VT 時の速度である vVT は 173.8±17.2ｍ/min、最大
酸素摂取量出現時の走速度である vVO2max は 239.7±28.7







した 32 名のうち、最大酸素摂取量を高値（51.1〜58.1 
ml/min・kg）の者 10 名、中等値（44.0〜49.2 ml/min・kg）
11 名、低値（37.4〜43.8 ml/min・kg）の者 11 名の 3 群
に分けマラソンの記録を検討すると、すべての群において
相関関係を認めることができなかった。 
vVT とマラソンの関係を図 2 に示した。両パラメータか
ら得られた回帰式は、y=1.1577x–35.847 で、相関係数ｒ
は 0.69897、ｐ＜0.01 であった。 
vVO2max とマラソンの関係を図 3 に示した。両パラメータ
から得られた回帰式は、y=0.7332x–10.431 で、相関係数
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The purpose of this study was to examine the validity of predicting the finish time of marathon 
using velocity at Ventilatory Threshold (vVT) and marathon record relation (vVT- marathon relation) 
or velocity at VO2max (vVO2max)-marathon record relation (vVO2max-marathon relation) in the female 
recreation runner. The subjects were 32 female runners (age: 39.4+/-5.9yrs). Personal best records 
of marathon in them were 2h48m25s〜5h47m00s (average time: 4h27m42s+/-50m24s). VO2max, vVT and vVO2max 
were determined during incremental-load exercise on a treadmill. Initial running speed of 100/min, 
was increased by 10m each minute until the subject exhibited total exhaustion. The correlation 
coefficient of the vVT- marathon relation and the vVO2max-marathon relation were 0.699 (p<0.01) and 
0.712 (p<0.01), respectively.  
Consequently, also in the female recreation runner, it was suggested that prediction of the finish 


















閾値に始まる代謝性閾値（Naimark ら 1964、Wasserman ら




とJacobs 1981、 TanakaとMatsuura 1984、 Powersら 1983、
Tanaka 1990、Yoshida ら 1993）、マラソンのゴール記録推
定にも代謝性作業閾値を知ることが有効となる（Farrell
ら 1979、Davis 1985）。 
ところで、Daniels（1985）は最大酸素摂取量が異なる
2 名の女性ランナー（それぞれ 73.3ml/min/kg と 60.4 
ml/min/kg）の 3,000ｍ走の競技記録が近い（それぞれ 9




時の走行速度（velocity at VO2max。以下 vVO2max）に注
目が集まった。その後多数の報告によって、vVO2max が競
技成績を予測する指標になり得ることが示された（Morgan
ら 1989、Cunningham 1990、Billat ら 1994，Billat と
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ことを示している。また vVT が vVO2max に対する割合
（vVT/vVO2max）は 72.8±0.1％であり、マラソンが
vVO2max に対する割合（マラソン/ vVO2max）は 68.9±0.1％




 ところで、vVT は最大下における評価である。vVT に対
し、vVO2max は呼吸循環系における最大運動（100％VO2max）
の評価である。マラソンは、代謝性閾値のレベルで走行す
ることが明らかである（Costill 1970、Sjödin と Jacobs 
1970、Farrell ら 1979、Tanaka と Matsuura 1984、Powers






















のゴール記録推定について、VT と vVO2max の有効性を検
討した。 
 被験者は、32 名の女性市民ランナー（年齢 39.4±5.9
歳）で、マラソンのベスト記録は 4 時間 27 分 42 秒±50






有意な相関関係が認められた。また vVT/vVO2max は 72.8
±0.1％、マラソン/ vVO2max は 68.9±0.1％で、両パラメ
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